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授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

電気回路 平成２８年度 山田 伊智子 ４ 通年 履修単位２ 必 

 

［授業のねらい］ 

 四端子回路の続き，分布定数回路，過渡現象，ひずみ波交流について，それらの必要性や応用例を学び，数学的手法を用いて理論解

析を行い，その物理的な意味を理解し，実用的な回路を設計できるようにする． 

［授業の内容］全ての内容は，学習・教育到達目標(Ｂ)＜専門＞

JABEE基準 1(2)(d)(2)a)に対応する． 

前期 

（四端子回路） 

第 1週 四端子回路網についての復習 

第 2週 基礎公式（行列による表示） 

第 3週 等価回路（直路四端子網，分路四端子網，Ｌ型四端子網，

Ｔ型およびπ型四端子網，格子型四端子網） 

第 4週 等価回路の計算 

（分布定数回路） 

第 5週 分布定数回路と基本方程式 

第 6週 基本方程式の続き 

第 7週 有限長線路の四端子定数 

第 8週 前期中間試験 

 

（過渡現象） 

第 9 週 前期中間試験復習，過度現象における自己インダクタン

スの作用 1（直流電圧印加の場合）と時定数 

第 10週 自己インダクタンスの作用 2（直流電圧除去の場合と交

流電圧印加の場合） 

第 11週 静電容量の作用 1（直流電圧印加／除去の場合） 

第 12週 静電容量の作用 2（交流電圧印加） 

第 13週 複雑な回路の過度現象 

第 14週 R-L-C回路（直流電圧印加・除去） 

第 15週 総合演習問題 

 

後期 

（過渡現象）つづき 

第 1週 前期末試験の復習，ラプラス変換と逆ラプラス変換 

第 2週 ラプラス変換による基本的な回路の解法 1 

(ＲＬ直列回路) 

第 3週 基本的な回路の解法 2(ＲＣ直列回路) 

第 4週 基本的な回路の解法 3(ＲＬＣ直列回路) 

第 5週 複雑なＲＬ，ＲＣ回路（磁束と電荷の連続性について） 

第 6週 正弦波交流回路 

第 7週 総合演習問題 

第 8週 後期中間試験 

 

（ひずみ波交流） 

第 9週 後期中間試験復習，ひずみ波の定義、例、取り扱い（２

種類），フーリエ級数の定義（フーリエ級数 (Ｂ)＜基

礎＞JABEE基準 1(2)(c)とひずみ波の表現） 

第 10週 ひずみ波のフーリエ級数係数の求め方、どうやって求め

るのかと三角関数の加法定理 

第 11週 特殊な形のひずみ波のフーリエ級数の係数 

第 12週 特殊な形のひずみ波のフーリエ級数の係数求め方 

第 13週 ひずみ波の実効値、定義の積分からも実効値を求めてみ

る 

第 14週 ひずみ率とひずみ波の電力 

第 15週 ひずみ波の取り扱いについて（無視する、フーリエ級数

を用いる、ひずみ波の等価正弦波） 

 

（次ページにつづく） 



 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

◆四端子回路網 

1． 四端子回路網とその必要性について理解している． 

2． 電気回路から四端子行列などを求めることができ，それらの

式の持つ物理的な意味を理解している． 

3． 四端子行列を用いて基本的な回路を表現できるようにし，複

数個の四端子回路網の接続ができる． 

 

◆分布定数回路 

4． 分布定数回路とその取り扱い方について理解している． 

5． 伝送線路の基本方程式を理解している． 

 

 

◆過渡現象 (Ｂ)＜専門＞JABEE基準(d)(2)a) 

6． 過度現象とその解法について理解している． 

7． Ｒ―Ｃ／Ｒ− Ｌ直列回路での過度現象を理解し，計算ができ

る． 

8． Ｒ− Ｌ− Ｃ直列回路での過度現象を理解し，計算ができる． 

9． ラプラス変換を用いて，過度現象の計算ができる． 

 

◆ひずみ波交流 

10． ひずみ波とその取り扱い方について理解し，正弦波の合成や

ひずみ波の分解ができる． 

11． フーリエ級数とそれを用いてひずみ波交流が表現できる 

12． ひずみ波交流における，実効値，電力などを求めることがで

きる． 

［この授業の達成目標］ 

四端子回路網，分布定数回路，過渡現象，ひずみ波交流について，

それらの必要性を理解し，回路の計算できる． 

［達成目標の評価方法と基準］ 

上記の「知識・能力」１～１２について中間試験および定期試

験で出題し目標の達成度を評価する．評価における「知識・能力」

１～１２の重みはほぼ同じである． 

合計点の 60%の得点で，目標の達成を確認できるレベルの試験を

課す． 

［注意事項］数学的手法が用いられるが，物理的な意味，応用例，概観を常に意識し，数式のフォローに翻弄されないように注意する．

２年次，３年次の電気回路の基礎知識が不足している場合は復習を行う． 教科書の章順と異なっているが，これは関連科目の進行と

重要な項目を優先しているためである．本教科は後に学習する電気理論特論（専攻科）の基礎となる教科である． 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

・ 数学の知識：行列式，三角関数，複素数，フーリエ級数，ラプラス変換など．これらは，教科書第４章の複素数による表示法や教

科書付録の数学公式にも記載あり． 

・ 物理の知識：波動方程式 

・ ２年次，３年次の電気回路の知識 

［レポート等］ 

理解を深めるため、小テスト、課題を適宜与える． 

教科書：「基礎からの交流理論」 小郷 寛 原著（電気学会），電気回路 (ドリルと演習シリーズ)上原 正啓(電気書院) 

参考書：「詳解電気回路演習 上・下」大下眞二郎著（共立出版） 

［学業成績の評価方法および評価基準］小テストおよびレポートを 20％，試験を 80%として評価し，前期中間，前期末，後期中間，学

年末の４回の試験の平均点で評価する．再試験を実施した場合には，６０点を上限として評価する．  

［単位修得要件］学業成績で６０点以上を取得すること． 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

電気回路（つづき） 平成２８年度 山田 伊智子 4 通年 履修単位２ 必 
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